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■ＷEBアンケート結果
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この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする

客層は多いと思いますか
３

USP (その商品の独自の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる

ネーミングですか
５

この商品に興味が

ありますか

とてもある 少しある 普通

あまりない な
い

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に行った結果をご報告させていただきます。
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3種のフルーツドルチェ
グランプリ 第83回（2025年1⽉）

点数分布として、⾦賞相当が31%、グランプリ相当が69%を占め
た結果、総合評価95%で【グランプリ】となりました。⾼得点の理
由として、⾒た⽬の美しさや瓶の特性を活かしたデザイン性や、⾼
級感とコストパフォーマンスの良さが評価されています。また、ト
レンドを意識した「映える」商品としての⽀持も⼤きな要因です。
⼀⽅で、添加物使⽤への懸念やSNS活⽤の戦略不⾜、スプーンが
付属しない点や瓶の⼝が⼩さく⾷べにくいと感じる声が挙げられて
います。

3.4%

6.9%

6.9%

3.4%

⾼級感が感じられて、コストパフォーマンスも良い

衛⽣、安全管理の取り組みが安⼼感につながっている

トレンドにあった映える⼯夫があり、写真を撮りたくなる
⾷べる楽しさを追求し、⾷べ応えのある商品
バリエーションがあり、他の味覚への挑戦や展開を感じられる

⾒た⽬が美しく瓶の特性を活かし、デザイン性がある

独⾃のブランディング研究をされていて意欲を感じる

サブタイトルがないので商品の訴求⼒が弱い
ブランドとしての魅⼒を感じるがブランドページがない
全体の味にインパクトや特別なものを感じない

ソルビン酸Kやタール⾊素などの添加物を使⽤している

SNSを活⽤しているが広告宣伝活⽤の戦略が⾒えない
スプーンが付いていないので⾃分で⽤意する必要がある
瓶の⼝が⼩さく感じたり、最後まで⾷べにくい場合がある
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■総評
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全体的にバランスが良く、多⽅⾯において⾼い評価を受けていま
す。内的要因の93%は、フルーツの鮮度や味わい、⾒た⽬の美しさ
、層の⼯夫など⾷べる楽しさを追求した設計が好印象を与えていま
す。外的要因の86%も、ガラス瓶の美しさが消費者の⼼をつかんで
いることを反映しています。市場要因が88%という評価は、贈答品
としての⽤途が市場ニーズとマッチしている点を評価されています
が、ターゲット層が広いため、特定の年代や消費者層に対するプロ
モーションが⼗分に⾏き届いていない可能性があります。マネジメ
ント・PR要因が94%という結果は、SNS活⽤や消費者ニーズの反映
といった積極的な取り組みが⾼く評価されています。ブランディン
グ要因の91%は、特別感や季節ごとの展開が期待されており、商品
の認知度向上に繋がるブランドストーリー構築が課題です。

今回の総合評価は95%で【グランプリ】という⾮常に⾼い評価を獲得しました。デザイン性、品質、安全
性、ブランディング⼒の全てが⾼い⽔準で、幅広い層から⽀持を得ています。⾒た⽬が美しく、瓶の特性を
活かした透明感や層構造によるデザインが購買意欲を⾼め、「映える」スイーツとしてSNSで広く拡散、共
有される可能性を秘めています。また、贈答品としての適性が⾼い点も評価され、⼿⼟産や特別なシーンで
選ばれる商品であることは明確です。
内容量が130gと⾷べ応えがありながら、さらなる楽しみを提供するために、複数の⼩さいサイズの展開を
望む声も挙がりました。安全性や衛⽣管理への取り組みについても信頼が寄せられており、HACCPに基づく
衛⽣管理やトレーサビリティ管理が安⼼感を与えています。⼀⽅で、添加物の使⽤については、さらなる安
全性の追求が求められており、保存料や⾊素に関して消費者が敏感であることを考慮し、⾃然由来の成分を
⽤いるなどの改良が今後の課題といえます。
マネジメント・PR要因では、広告や広報活動において戦略性が不⾜しているとの声もありました。SNSの
活⽤は⾏われていますが、より⼀貫性のあるメッセージ性や商品のストーリーを強調したアプローチが期待
されています。また、ブランドページの構築など、ブランドイメージを強化する具体的な取り組みも求めら
れています。 ⾷べやすさや利便性の向上が課題として挙げられました。家庭で⽤意するスプーンでは瓶の
⼝が⼩さく感じられたり、専⽤のスプーンが付属していない点を改良することで、さらなる満⾜度向上が⾒
込まれます。また、味に関して「インパクト」が不⾜していると感じる声もあり、よりユニークなフレーバ
ーや記憶に残る味の開発が次のステップとして期待されています。「3種のフルーツドルチェ」はさらに多く
の消費者に選ばれるブランドへと進化する可能性を秘めており、今後の更なる⾶躍を楽しみにしています。
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86%

88%

94%

91%
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美味しさ分析レポート1

食前感の食レポ

【責任審査員による食レポです】

■食前感 講評

⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚
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明るく軽快でフレッシュなフルー
ツが鮮やかに映える

ゼリー部分がクリアでキラキラと
光を通す

全体的にポップで明るい

直径5.5cm、⾼さ8.5cmの円柱状
のガラス瓶の中に3種の層状

1個あたり130gの内容量で満⾜感
のある量

360°どこから⾒てもフルーツと
透明感や⾊合いを楽しめる

⾼級感が感じられる⾹り⾼く洗練
された⽢いフルーツの⾹り

キラキラと輝くクリアな匂い

フレッシュな酸味と⽢味が溶け合
う匂い

明るくイキイキとした⾊彩が弾む
⾹り

⾆の上での調和が⽣み出す新しい
匂い

⾃然の恵みを感じる元気あふれる
⾹り

全体的にポップで明るい印象を与える商品で、フレッシュなフルーツの⼤きな粒が⽬を引きます。
ゼリー部分は透明感あふれるクリアな仕上がりで、光を通してキラキラと輝き、その美しい⾊合いに
思わず写真を撮りたくなる魅⼒があります。蓋を開けると新鮮なフルーツの⾹りが広がり、隠されて
いたデコレーションが顔を出し、うれしい驚きとともに気持ちが⾼揚しました。⽢味と酸味が調和し
た⾹りがあり、⾃然の恵みを感じさせる元気あふれる要素を含んで、⾒た⽬だけでなく⾹りからも贅
沢感を味わえます。
130gの内容量は⾷べ応えがあり、１つで満⾜感を得られますが、複数の味を試せる⼩さなサイズ
の展開があれば、さらに多くの消費者のニーズに応えられるかもしれません。⼿にした瞬間の華やか
さ、蓋を開けた時の⾹りと⾒た⽬の驚き、そして層ごとの調和が⽣み出す味わいを楽しみながら最後
まで飽きることなく⾷べ進められる特別感あふれる商品に⼼が躍りました。
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美味しさ分析レポート2

食中感の食レポ

【責任審査員による食レポです】

■食中感 講評

酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

食材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか
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フレッシュで爽やかな酸味

全体の味を引き締める穏やかな苦
味
ナチュラルな旨み

やさしい⽢味とフルーティーな酸
味が調和している
カリウム由来の酸味のある塩味、
まるみのある塩味
⽣き⽣きとしたフレッシュで優し
い味わい

フルーティーな⾹気が広がる

やさしい涼感が溢れる⼝触り

ジューシーで柔らかくまろやか

しっとりぷるんとクリーミー

ぷるぷる、ねっとり、瑞々しい

ソフトな⾆触り、なめらかで⼼地
よく喉を通る

酸味と⽢味の絶妙なハーモニー

なめらかでジューシー、トゥルン
とした⾷べ⼼地

基本五味がバランスよく調和し、フルーティーな酸味が爽やかさを引き⽴て、やさしい⽢味とともに⼼
地よいハーモニーを奏でています。さらに、穏やかな苦味やカリウム由来の酸味がまろやかな塩味として
感じられることで、奥⾏きのある味わいが形成されます。これにより、⽣き⽣きとしたフレッシュでやさ
しい味わいが⼝の中に広がり、ナチュラルな旨みが楽しめます。
また、３層構造がもたらすテクスチャーの魅⼒もあり、ジューシーでソフトな⾆触りが⼼地よく、喉を
通る際のスムーズさも快適です。やさしい涼感のある⾷感は、夏場やリフレッシュしたいときにぴったり
のスイーツといえます。酸味と⽢味の絶妙なハーモニーは、味覚だけでなく、⾷感や触覚を通じて「トゥ
ルン」とした感覚として楽しめる点も魅⼒です。
味わいの調和とテクスチャーの⼼地よさが⾒事に融合し、視覚的な美しさとも相まって、⼝にした瞬間
から最後まで楽しい体験を提供するデザートです。
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美味しさ分析レポート3

食後感の食レポ

【責任審査員による食レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート

五感に対する感じ方
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式
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３層の調和が⽣む記憶に残る贅沢な味。⼝の中に広がり余韻が
⻑く楽しめる

夏に涼感を求める時や、リフレッシュしたいときに⼀⼝⾷べる
と元気になる

⼦供の頃に特別な時に⽗が買ってくるケーキを家族みんなで⾷
べた記憶にある味を思い出した

忙しくて疲れた⽇に⾃分へのご褒美に、美しい瓶を⼿にしただ
けでも元気になって、⾷べて楽しく、⾷後に、またがんばろう
と笑顔になれる

五味 評点

酸味 4

苦味 2

うま味 4

甘味 5

塩味 3

五感 評点

視覚 5

聴覚 4

触覚 4

味覚 5

嗅覚 5

広義の味 評点

層味 5

フレッシュ味 5

ジューシー味 4

なめらか味 4

涼味 4
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他
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瓶の中に⼤きな粒のフルーツが⼊った⾒た⽬が美しく、⾷べる前から⾷欲をそそります。蓋を開けると新
鮮な果物の⾹りが広がり、特別感を感じるデザートです。フルーツの⽢味や酸味がゼリーやクリームと調和
し、層になっているので⾷べるたびに違うおいしさを味わうことができ、飽きることなく最後まで楽しめま
す。贈り物に最適な贅沢なフルーツの⼊ったドルチェとして話題性もあります。⼀⽅で、添加物の使⽤を抑
えることでさらに消費者満⾜度が⾼まると考えられます。

この商品は、⾒た⽬の美しさやおいしさを追求しており、⼿に取った⼈が思わずSNSに投稿したくなる要
素が満載です。SNSの活⽤は、低コストかつ⾼い宣伝効果を⽣む⼿段として⾮常に有効であり、さらに積極
的な広報活動を⾏うことで、商品の魅⼒をより多くの消費者に伝えられる可能性があります。広告活動に関
しては戦略的な計画が不⾜している印象もあり、専⾨的なアドバイザーを採⽤することで効果的なプロモー
ションが期待できます。

フルーツの鮮度や⾒た⽬の美しさや贅沢感のある商品で、若い世代を中⼼に幅広い層に訴求する⼒を持っ
ています。特に「インスタ映え」するビジュアルがSNSでの拡散効果を狙うトレンドにも適しており、若い
⼥性やスイーツ男⼦に⽀持されやすいと考えられます。贈答⽤としても⾼級感があり、⼿⼟産や特別な場⾯
に選ばれる商品です。また、⼤きな粒のフルーツの使⽤と価格設定のバランスよく、⾃分へのご褒美として
購⼊する消費者⼼理にもマッチしています。

パッケージに透明なガラス瓶が採⽤されており、封かんシールにもこだわったクリア感を⼤事に考えられ
た結果、中⾝の美しい層や盛り付けが⼀⽬で分かります。⾼級感を感じる⾒た⽬と美しいクリア感が購買意
欲を掻き⽴て、贈り物や⼿⼟産にも最適な商品となっています。パッケージは視覚的な魅⼒が⾼く、SNS映
えするデザインが楽しさと話題にしたくなる要素を持っています。
⼀⽅で、⾷べるときにスプーンを⽤意する必要があり、⽤意したスプーンによっては、瓶⼝が狭く感じら
れたり、底まで届かないという不都合が出てくる点に、改善の余地があります。

⾼級感と⾒た⽬のインパクトを重視しつつ、厳選素材や⼀つ⼀つ⼿作業で作る受注⽣産をすることで新鮮
さを最短で届けている製法により差別化を図っている点が評価されています。XやLINE、Instagramなどのデ
ジタルプラットフォームを活⽤している点も、現代的なブランディング⼿法として評価できます。ただし、
ブランドストーリーをより明確にするために、ウェブサイトに専⽤のブランドページを構築することが課題
といえます。

⽣のフルーツを使⽤したデザートとして、衛⽣管理や安全性への⾼い取り組みが評価されています。
HACCPに基づく衛⽣管理やトレーサビリティ管理、農薬検査の実施など、安全性を確保するための具体的な
対策が講じられており、消費者に安⼼感を与えています。また、保存料の使⽤を最⼩限に抑えるなど、添加
物への配慮が⾒られる⼀⽅で、商品の特性上、完全無添加が難しい点は理解できますが、今後の課題として
さらなる改良が期待します。
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